



































S：主語   ◎：話し手の立つ側 













（A       B） 
S◎△     (書いてやる) 
S△    ◎(書いてくれる) 


























































































































































































































表 1 浄瑠璃における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
仮名手本忠臣蔵 16 53 6 1
双蝶蝶曲輪日記 36 57 12 0
妹背山婦女庭訓 11 40 2 0
碁太平記白石噺 33 52 7 0
合計 96(29.45%) 202(61.96%) 27(8.28%) 1(0.31%)  
 
表 2 浄瑠璃における使役形を伴う授受補助動詞の用例数 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
仮名手本忠臣蔵 3 2 0 0
双蝶蝶曲輪日記 1 3 0 0
妹背山婦女庭訓 0 1 1 0
碁太平記白石噺 1 2 0 0












てもらう」はわずか 1 例があるが、1771 年ごろの上方においてすでに使用されていた
ことがわかった。 
 
表 3 洒落本における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
遊子方言 12 10 0 0
甲駅新話 14 1 0 0
傾城買四十八手 36 1 3 0
繁千話 10 0 2 0
傾城買二筋道 26 0 0 0
合計 98(85.22％) 12(10.43％) 5(4.35％) 0(0.00％)  
 
表４ 洒落本における使役形を伴う授受補助動詞の用例数 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
遊子方言 1 0 0 0
甲駅新話 1 0 0 0
傾城買四十八手 2 0 0 0
繁千話 0 0 1 0
傾城買二筋道 0 0 0 0

















表 5 滑稽本における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
酩酊気質 1 7 4 1
浮世風呂 52 17 10 0
浮世床 33 18 14 0
東海道中膝栗毛 156 111 25 0
合計 242(53.90％) 153(34.08％) 53(11.80％) 1(0.22％)  
 
表 6 滑稽本における使役形を伴う授受補助動詞用例数 
 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
酩酊気質 0 0 0 0
浮世風呂 1 0 0 0
浮世床 2 1 0 0
東海道中膝栗毛 8 2 1 0











はわずか 3 例があり、全体の五分の一である。そのほか、「させてもらう」も 1 例あっ
た。「させていただく」の表現はまだ見られない。 
 
表 7 人情本における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
清談峯初花 23 35 2 0
春告鳥 128 16 25 0
閑情末摘花 113 33 9 0
春色恋廼染分解 154 25 20 1
春色江戸紫 44 26 14 5
花歴封じ文 85 32 13 0
春色玉襷 55 30 16 3
合計 602(66.37%) 197(21.72%) 99(10.92%) 9(0.99%)  
 
表 8 人情本における使役形を伴う授受補助動詞の用例数 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
清談峯初花 0 1 0 0
春告鳥 5 0 0 0
閑情末摘花 2 0 0 0
春色恋廼染分解 6 0 1 0
春色江戸紫 1 0 0 0
花歴封じ文 5 2 0 0
春色玉襷 3 2 0 0






















表 9 明治期における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
菊模様皿山奇談 182 124 21 6
五重塔 57 47 12 1
十三夜 14 23 4 3
金色夜叉 120 229 35 14
其面影 49 72 15 17
虞美人草 88 27 21 3





表 10 明治期における使役形を伴う授受補助動詞の用例数 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
菊模様皿山奇談 2 4 0 1
五重塔 0 2 0 1
十三夜 0 1 0 1
金色夜叉 2 7 0 2
其面影 0 1 0 2
虞美人草 1 1 0 1






















表 11 大正期における授受補助動詞の用例数 
作品名 てくれる てくださる てもらう ていただく
孤独地獄 0 0 0 1
末枯 19 0 5 1
松井須磨子 6 2 4 4
或る女 135 219 38 33
友情 97 51 12 5
痴情 4 4 0 10
暗夜行路 86 48 73 28
合計 347(39.21％) 324(36.61％) 132(14.92％) 82(9.27％)  
 
表 12 大正期における使役形を伴う授受補助動詞の用例数 
作品名 させてくれる させてくださる させてもらう させていただく
孤独地獄 0 0 0 1
末枯 2 0 0 1
松井須磨子 0 0 1 2
或る女 5 4 1 2
友情 0 1 0 4
痴情 0 1 0 2
暗夜行路 4 0 4 3
































































       (てくださる) 
話し手側     聞き手側 



























       (てくださる) 
話し手側     聞き手側 
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      △ 
       (てくださる) 
話し手側      第三者 
           ● 



















































































       (ていただく) 
話し手側     聞き手側 
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           △ 
       (ていただく) 
話し手側      第三者 
           ● 
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話し手側     聞き手側 
●        △ 
        (いただく) 
話し手側      第三者 









































































































     (させてくださる) 
話し手側    聞き手側 
 ●       ▽ 
△ 
    (させてくださる) 
話し手側    聞き手側 
●       ▽ 
     
  第三者 
















表 13 時代別「させてくださる」の使用状況 
話し手=被使役者 話し手≠被使役者
浄瑠璃 5 2 1
洒落本 0 0 0
滑稽本 3 0 0











 表 13 から、どの時代においても、タイプⅠの「話し手＝被使役者」の「させてくだ
さる」が主として使用されていたことが分かった。また、東京における「させてくださ
     (させてくださる) 
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      (させていただく) 
話し手側     聞き手側 




























     (させていただく) 
話し手側     聞き手側 
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     (させていただく) 
話し手側    聞き手側 
 ●       （▽） 
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     (させていただく) 
話し手側     聞き手側 
 △         ● 













 そこで、「てくださる」は図 6 のような話し手側が事態生起の起点として第三者に行
動してもらう「ていただく」の用法が無いが、ほかの図 2と図 5、図 3と図 4は以上の
三つの方面からいうと、すべて一致していることがわかった。 
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2 p.7 16行目 
それから、「させてもらう」を史的
変遷の面から言及したのは山口
（2005）がある。 
山口（2005）は、「させてもらう」
の古い用例は近世後期の滑稽本から
確認できたと指摘した。また、その用
例のいずれも「使役者（与え手）が被
使役者（受け手）を「強制」する用法
の使用は見られなく、使役者（与え
手）は受け手が主語となる行為に対
して形式的に「許可」を与えるのみで
ある」と述べた。 
p.7 16行目 
それから、「させてもらう」を史的
変遷の面から言及したのは山口
（2015）がある。 
山口（2015）は、「させてもらう」
の古い用例は近世後期の滑稽本か
ら確認できたと指摘した。また、そ
の用例のいずれも「使役者（与え手）
が被使役者（受け手）を「強制」す
る用法の使用は見られなく、使役者
（与え手）は受け手が主語となる行
為に対して形式的に「許可」を与え
るのみである」と述べた。 
